






　Lakoff & Turner（1989）ではアメリカの代表的な現代詩人 William Carlos 
Williams（1883－1963）の次の詩を例としてあげ，メタファーの言語学的分析
とこの詩の主題の探求を試みている⑴。
　　　　　　　To a Solitary Disciple
   Rather notice, mon cher,
   that the moon is
 I  tilted above
   the point of the steeple
  5 than its color
   is shell-pink.
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   that it is early morning
 II  than that the sky
  10 is smooth
   as a turquoise.
   Rather grasp
   how the dark
   converging lines
  15 of the steeple
 III  meet at the pinnacle −
   perceive how
   its little ornament
   tries to stop them −
  20 See how it fails!
   See how the converging lines
   of the hexagonal spire
 IV  escape upward −
   receding, dividing!
  25 − sepals
   that guard and contain
   the flower!
   Observe
   how motionless
  30 the eaten moon
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 V  lies in the protecting lines.
   It is true:
   in the light colors
   of morning
  35 brown-stone and slate
 VI  shine orange and dark blue.
   But observe
   the oppressive weight
 VII  of the squat edifice!
  40 Observe
   the jasmine lightness
   of the moon.


















2．1　L & T がこの詩に見られるメタファーをどのように分析しているかをま
ずみておくことにする。まず，“the sky / is smooth / as a turquoise”［II / 9
－11］⑵には，“SEEING IS TOUCHING”という基本的メタファー（basic 






2．2　次に，“how the dark / converging lines / of the steeple”［III / 13－












うな動きを止めようとしていると解釈できることになる（この点は L & T の，
この詩の意味［宗教の本質の見方］を決定するのに重要な働きをすることにな








































できる余地があるが，L & T はその中で一つの読みに絞って分析を行なって
いる。彼らの解釈が正しいかどうかを検討するためにその説を一通りみておこ
う。











3．3　L & T によれば，この詩全体がメタファーとしての意味をもつためには




①外観は本質をぼかしてしまう。（eg., “You can’t tell a book by its cover.”）
②外観は本質を明らかに見せてくれる。（eg., “He’s got an honest face.”）
③正しく観察する方法を知っていれば，外観を見ることで本質を判別でき







　［VII / 37－42］の“squat edifice”は教会の建物であり，ここでは“THE 
BUILDING STANDS FOR THE INSTITUTION”という換喩（metonymy）
が働いており，ここで言う“INSTITUTION”は「制度化されたキリスト教」
を指す。
　さらに，“oppressive weight”は“DIFFICULTIES ARE BURDENS”とい
うメタファーを通して理解される。つまり，「制度化されたキリスト教によっ














































えよ，というものになる，と L & T は主張しているのである。
5．2　ここで注意する点として，弟子への教えはすべて対比的構文（“rather ~ 
than ~”，“It is true ~, but ~”）で表現されている，ということがあろう。そ
の変形として［III / 12 ~ IV / 23］では，“rather ~”のあとに“than ~”が来


















語学的・修辞的に分析したものだ，という断りを L & T は最後にしている。






だ，というべきではないか。たとえば，Pearson & 金関（1976, pp.186－87）
では次のように述べられている。
　Ezra Pound の友人として，Pound の詩的天才の影響下に詩人となった
Williams は，ある意味で Pound やそのあとで Imagism をつづけた Amy 
Lowell よりも，詩的資質の「視覚性」という点ではもっと徹底していた。
Pound が最後まで“image”というものを大切に考えたのは事実だが，彼
が1917年から書き始めた the Cantos は“idea”のるつぼでもあった。し
かし Williams は，“[for the poet there are] no ideas but in things”（Wil-




法に徹底していた。Paris よりも一足おくれて，New York でも興った
modernism の美術は，1913年の Armory Show を頂点として，新しい現
実認識とその表現方法という面で，文学者にも決定的な影響を与え出し







めて取り上げた文芸雑誌 Camera Work の編集者 Alfred Stieglitz（1864－
1946）の大きな影響を受けていた。つまり，Williams は，抽象観念や論
理ではなく，イメジという視覚的なもののもつ瞬間的な啓示力，情緒喚起
力に頼った点，他の誰よりも“a painter in words”だったのである。そ
して彼のばあい，とくに日常のとるに足らない風景や事件を描く点，
Pound，Eliot とはちがって，Williams は“a democrat in poetry”でもあっ
た。
そして，Williams 自身が，“To a Solitary Disciple”が含まれている詩集 Al 
Que Quiere!（1917）［意味は，“To Him Who Wants It”］についてこう言っ
ているのである。
　I was interested in the construction of an image before the image was 
popular in poetry. (Williams 1978, p.21)
　“Gulls” is a study in sheer observation, a picture, a quiet poem, as 
most of the poems in Al Que Quiere! (ibid., p.22)
　In theme, the poems of Al Que Quiere! reflect things around me. I was 
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　Poetry and the image were linked in my mind. And it was very natu-
ral for me to speak of poetry as an image and to write down a poem as 
an image and to leave it to the natural intelligence of a man. (Wagner 
1976, p.52)







　You see, the theory is, the theory is that you can make a poem out of 
anything. You don’t have to have conventionally poetic material. Any-
thing that is felt, and that is felt deeply or deeply enough or even that 










　All art is sensual. Listen. Never mind. Don’t try to work it out. Listen 
to it. Let it come to you…Get the feeling of it…And it should be heard…

















Williams: If ordinary people have to be divided by social relationships, 
the artist has to get away from that to real human truth.
Walter Sutton (Interviewer): By breaking through restricting conven-
tions?
Williams: Yeah, well − children don’t respect social institutions if they 
have any chance to determine their own position in the world, until 
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they have been perverted by their elders and forced into certain 
categories, for instance, Catholic, Protestant. Ph-h-h, for God’s sake, 












































8．2　もう一つのポイントは“It’s true…”［V / 32］から最後までの部分に関
わる。最後の部分だということは最も重要な箇所でもあると考えてよいが（内
容的にも最重要部分と考えられる。この点については L & T も同意見），ここ
では“It is true A, but B”という構文を使っていることと，重層的な対比表
現が見られることが特に意味をもつ。
　言うまでもなく，“It is true A, but B”の表現は，「A の内容の正しさをま
ず認めた上で，それでもなお，話者が本当に主張したいのは B の部分である」
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　L & T は，「教会という制度を乗り越えよ」という解釈を与えているが，私
の説と似ているようで全く違うものである。Williams が宗教に限らず社会制
度全体に反旗を翻しているのは Wagner（1978, p.54）で“Ph-h-h…”（バカら
しい）と言っていることから見て確実である。また，L & T は“observe”に





18 文化論集第 30 号
9．1　以上の考察で重要な部分の分析はほぼ終えたと思うが，念のため，他の
箇所も一通り見ておくことにする。
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が必要なことを L & T のメタファー論は示しているように思われる。
注⑴　テクストには Litz & MacGowan（1986）を使用した。
⑵　I，II のローマ数字でスタンザ（連）を，１，２の算用数字で行数を表わすことにする。
⑶　“source domain”（本源領域）と“target domain”（目標領域）を L & T の例を引いて確認し









⑷　フランス語の“mon cher”については野村圭介教授の，英語の“my dear”については Kate 
Elwood 教授のご教示を得た。記して感謝したい。
⑸　この詩で歌われている時間帯は，太陽と月が同時に存在する時だから，L & Tが言うように「早
朝」（early morning）としてよいだろう。これが Williams 自身の目論見なのも言うまでもない。
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